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新 着 本

開館時間 10:00-19:00 ／福智町赤池970-2 ／☎ 28-2855

世界基準の子どもを育てる
成功する家庭教育
最強の教科書
廣津留 真理／著（講談社）

不倫のオーラ
林 真理子／著（文藝春秋）

PICK UP
INFORMATION

◆  「この本読んで！」コーナー
　6/3 （日）14:30-15:30

◆おはなし会
　6/7 （木）11:00-11:30

◆上映会
　「最強のふたり」
　6/9 （土）14:00-16:00

◆おはなし会
　6/10 （日）14:00-15:00

◆おはなし会
　6/21 （木）11:00-11:30

◆上映会
「ぼくは王さま たまごとめいたんてい」
　6/23 （土）14:00-14:40

◆おはなし会
　6/24 （日）14:00-15:00

一
般
書

雨の日のせんたくやさん
にしな さちこ／作・絵（のら書店）

じぶんでよめる
のりものずかん
成美堂出版編集部／編著（成美堂出版）

児
童
書

【６月の休館日】

 1 日（金）　5 日（火）12 日（火）

19 日（火） 26 日（火）

 【７月の休館日】

 1 日（日）　3 日（火）10 日（火）

17日（火） 24 日（火）31 日（火）

２×材木工入門
（学研プラス）

九州の山登り＆
ハイキング 2018

（KADOKAWA）

コロコロ迷路
野出 正和 ／著（いかだ社）

どうぶつまねっこたいそう
大森 裕子／さく（交通新聞社）

ふくちのち便り

昔の写真を探しています！
問本庁2階広報・広聴係
　 ☎22-7766
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戦後日本全体が食料不足に陥る
中、昭和２１年にメーデーは復活。
赤池鉱業所第二抗の従業員は
仮装し労働条件改善を訴え、昭
和２３年に行われたメーデー祝賀
仮装行列の入賞を果たしました。

提供者●村上 美恵子さん
撮影日●昭和23年５月

メーデー仮装行列入賞記念
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▶「この町は生きている。」
いろんな世代の人がひとつ
の行事に取り組む姿を見て
そう感じました。40年以上、
祭りの伝統継承に携わっ
てきた先生のお話を聞き、
深く考えさせられました。私
は育ってきた町のことを十
分知りません。もっと町のこ
とを知りたい、町の良さを発
見したい、そして伝えていき
たい。そう思いました。（太田）

日時▲6月23日 （土）
　　　❶ 13:30 ～ ❷ 15:00 ～

対象▲小学生以上（各10人）
参加費▲1,000 円
講師▲倉本順太郎さん(クラモト花店）

　  …有料   　  …要申込

ふくちのちイベント

子ども向け ☎

大人向け ☎

乳幼児向け

子ども向け

子ども向け

花や葉の形に切った素材にマスキ
ングテープで飾り付けます。完成
した作品は1～2週間ふくちのちで
展示されます。（定員 30 名）

オリジナルの飾りをつくろう！

レーザーカッター工作

前回大好評のため第 2 回！

ハーバリウム作り

伝統的な技法でつくる

拓本でうちわつくり無料

瓶の中でキラキラ
輝くお花は神秘的
で癒やされます。

（要申込・先着順）

★ ぶらんこのおはなし会
　6/2 （土）11:00-11:30
★ 大人の折り紙教室
　6/6 （水）10:00-12:00

★ 赤いふうせんのおはなし会
　6/16 （土）11:00-12:00
★ 布絵本ぼちぼち活動日
　6/11 ・25（月）10:00-12:00

墨を使って文様を写し取り、オリ
ジナルうちわを作ります。文様は
秋月城の瓦のレプリカ。ぜひご参
加ください。（当日受付・定員20 人）

乳幼児向け

日時▲6月17日 （日）
　　    14:00 ～ 15:00
※  13:30 ～受付開始します。

参加費▲無料

日時▲6月9 日 （土）13:30～
参加費▲無料

興味ある人はふくちのちまで！

ボランティア活動
VOLUNTEER

▶半世紀をかけ、ついに完
成した伊良原ダム。人の手で
作られたとは思えない雄大な
景色はいつまでも見ていられ
るようでした。誰もが生活で
欠かせない水。プールでの
撮影や浄水過程をたどるこ
とで、いつも以上に水に触れ、
深く考えることができました。
今回の特集で、蛇口から出る
水に少しでも何か感じていた
だければと思います。（田代）
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